
気温上昇による
ドーム型カメラの検知温度異常

～原因と対応方法～

2021.06



夏場の検知温度以上の主な原因

①外気で熱を帯びた体の表面温度を
測定している

②カメラと計測対象者の温度環境が異なる
例）気温やエアコンの影響を受けている人を測定

③エアコンや風の影響を受けやすい場所に
設置している



例：受付の体温異常アラーム多発

受付の設置環境

受付

カメラ

正面入口

検知距離 約８m

入口から入ってすぐ、風除室内で検知してい
るため高温異常を多数検知
（当日の最高気温32℃）

推奨距離

約3m



例：1日のアラーム多発

外側の自動ドアに入る前の時点で
計測しているため、気温の影響を受け

表面温度37.2℃を表示
※実測体温は36.0℃（誤差＋1.2℃）



適切な設置位置

カメラ

自動ドアなど

3m前後 ５ｍ以上を推奨

クールダウンできる距離が必要

設置環境に合わせて
瞳孔間距離を設定



瞳孔間距離を設定

最小瞳孔間距離：
カメラが認識する顔の大きさを目と目の間の距離（単位：ピクセル）で規定。

・数値が小さいほど遠くの距離での顔も認識します、測定距離に適した値に設定が必要。
例）1.5mの場合は「２００～３００ピクセル」
3.0mの場合は「１００～１５０ピクセル」

緑色四角形が顔を検知する大きさを表しています。
瞳孔間距離の数値とリンクしています。



カメラ本体に温度センサを
内蔵しているため、
カメラと計測対象者が同じ
温度環境にいないと、
計測結果に誤差が生じや
すくなります。

精度を上げるために（１）

＝
同じ温度環境



精度を上げるために（２）

計測対象者の室内滞在
時間が長いほど、体の表
面温度は安定します。
ベルトパーテーションなどで
歩行ルートを設けるのも
おススメです。


